
材料エネルギー研究科 研究室一覧表 

 

出願時に希望研究室を入力する必要があります。次の点に留意して，希望する研究室名を入力

してください。 

・推薦入試・社会人入試・私費外国人留学生入試は，第１希望を必須入力，第２・第３希望は

任意入力です。 

・一般入試は，第１希望から第５希望まで必須記入です。 

・教員の学生受入れ人数には上限があります。 

 

                              令和 8（2026）年 7月末現在 

研究室 研究内容 

尾原・廣井・中島 

放射光分析で得られる材料構造情報を取り上げ，機能特性との関係解明，動

作・プロセス中の構造変化の理解，MI を用いた構造記述・定量化手法の探

索に関する研究（尾原）。 

 

高エネルギーX 線回折を利用した結晶構造解析に関する指導を行う。さ

らに、電池部材等の実用材料への適用、あるいは新規構造解析技術の高

度化を修士論文としてまとめる(廣井)。 

 

パーシステントホモロジーによる材料・計測データ解析を題材に、特徴

量設計・可視化・モデル化を通じて、構造や過程の定量化と予測に関す

る研究（中島）。 

笹井 

固・気・液，それぞれの相に希薄に存在する分子やイオンを高効率かつ

選択的に検知・分離・回収できる材料や技術を研究開発するために必要

な知識と技術を体系的に習得するための研究。 

菅原 
電気化学を基盤とする材料解析技術を習得し、金属材料の高耐食化や金

属表面の高機能化、金属材料の水素脆化抑制を目指した研究。 

千星・林 

金属材料の製造プロセスに伴う組織形成の原理を深く理解し、特性制御

に必要な学術的知見と実践的技術を体系的に習得することを目指した

研究（千星）。 

 

金属材料における組織形成の原理を学び，特性との関係，および X線

等との対応関係を学ぶことを目的とする研究（林）。 

田中 

機能性無機粉体材料の開発を目的に，液相反応における粒子の生成機構

および粒子物性の高機能化のための基礎的・応用的知識を系統的に理解

することを目的とした研究。 

長谷川 

材料データを含むデータを用いた機械学習において，分散処理を用いた

高速化や大規模化，ならびにデータを提供するユーザのプライバシー保

護に対して，これらを実現するアルゴリズムについての研究。 

藤原・阪井 

材料データの表現，分析や保護（セキュリティ）のための情報技術，お

よびその関連研究分野，あるいはその基礎理論についての研究（（藤原）。 

 

ベイズ最適化などで重要となる確率的推定（最尤推定、最大事後確率推

定、モンテカルロ法など）のコンピュータシミュレーションの実装・実

験や、数理的解析などに取り組む研究（阪井）。 

宮本 

核融合炉に代表される高エネルギー粒子と金属材料表面近傍との相互

作用に関わる諸現象や物質改質の素過程の解明、およびその定量的評価

手法の探索に向けた研究。 



森戸  

鉄鋼材料などの金属材料に含まれる組織の評価を基に、組織と力学特性

の関係や組織形成過程の解明についての研究指導を行う。また、加工や

熱処理などのプロセスにおける組織制御法の確立についての研究。 

森本・鳥海 

薬物送達のためのナノキャリアやハイドロゲル設計と合成、生体材料と

して展開するための in（vitro ならびに（in（vivo（評価とその解析手法に

ついて研究（森本）。 

 

高分子を用いた生体材料およびドラッグデリバリーシステム（DDS）製剤

の作製、材料物性評価ならびに生体を用いた定量評価に関する研究（（鳥

海）。 

八代・藤﨑・ 

ＧＡＯ 

材料およびデバイスの実験的評価や計算機シミュレーションを通して、

イオン導電性材料の物性、電気化学デバイスの評価を行い、社会実装に

向けた材料特性の改善に繋げる研究（八代）。 

 

第一原理計算（DFT/ab（initio（MD）で、燃料電池触媒や全固体電池の固

体電解質・電極界面を原子から設計する研究指導を行う。反応経路・拡

散障壁・安定性を定量評価し、スクリーニングから材料提案までを修士

論文にまとめる（藤﨑）。 

 

数理モデルおよび数値シミュレーションに基づく材料特性評価を主題

とし，計算モデル構築，解析手法および機械学習手法の選定と研究結果

の考察に関する研究（ＧＡＯ）。 

榎木・唐 

マテリアルデザインの観点から、第一原理計算と統計力学・熱力学的解

析を基盤に、金属構造材料および磁石材料の相安定性と特性予測技術の

習得を目的とした研究（榎木）。 

 

材料加工プロセスによる組織形成の原理を深く理解し、組織評価と力学

的特性制御に必要な学術的知見と実践的技術を体系的に習得すること

を目指した研究（唐）。 

日下 

組み込みコンピュータでモーター制御し、自在にセンサーや検体を移動

させるロボットのハードウエアと制御ソフトウエアの設計と実装を行

う。また、センサーからの情報をコンピュータに取り込みつつ、状況に

応じた適応的な自動・半自動測定システムの構築について学ぶ。 

崔 

持続可能な社会実現のために重要な、豊富な金属資源を活用した新規有

機反応の開発に取り組む。そのために必要な実験技術、解析能力、専門

知識の向上を目的とした研究。 

澤野 

新たな金属触媒および多孔質材料を作成し、社会的要請に応える触媒反

応開発を行う。加えて、有機材料の機能、触媒反応中の分子の動きなど

について実験的・計算化学的アプローチを利用して解明する。 

辻 

固体材料を伝搬する弾性波の理解と解析方法の修得を目指し、弾性波動

伝搬シミュレーションの理解に必要な基礎方程式、フーリエ変換を応用

した信号処理の理論、それらのプログラミングについての研究。 

Ｐｈａｍ 

ニッケル基超合金、耐火合金、積層造形材料を対象に、再結晶や粒成長

など微細組織の形成機構を解明する研究に取り組んでいる。高温その場

観察や三次元解析を活用し、組織制御による材料の高性能化を目指した

研究。 

戸井田 

高分子バイオマテリアルの開発と細胞機能制御を目的として、膜モデル

および培養細胞を用いた評価系の構築、蛍光計測・画像解析の解析手法

に関する研究。 



荒河 
結晶格子欠陥を中心とする金属材料における微細組織の特徴と役割、お

よび電子顕微鏡によるそれらの評価法に関する研究。 

 


